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Firthの方法に関連する話題

小川 光紀

Firthの方法は，最尤推定量に残る漸近バイアスを低減する補正を与える古典的な方法である (Firth
(1993))．最終的な推定値の計算過程で元々の最尤推定値を必要としないことから，生物統計学の実践
では最尤法に基づく推定値の不存在が問題になる状況の対処法という位置付けで用いられることが多
く，たとえば Heinze and Schemper (2001, 2002)などで具体的な統計モデルの推定問題への適用が提案
されてきた．また，近年では，対応する推定量の理論的性質の解明や，より広い範囲の推定問題におけ
る漸近バイアス低減法の開発などが行われている (Kosmidis and Firth (2021); Kosmidis and Lunardon
(2024); Miyata and Yanagimoto (2024)など)．本抄読会では，Firthの方法およびその周辺の関連研究
のいくつかをレビューするとともに，発表者の関わる進行中の研究について紹介する．
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